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一
つ
と
す
る
鈴
木
其
一
ら
江
戸
琳
派
の
絵
師

た
ち
と
親
交
を
深
め
る
他
、
書
画
や
俳
諧
和

歌
、
狂
歌
を
嗜
む
千
住
の
文
人
た
ち
と
も
親

し
く
交
流
し
、
安
政
六
年
に
没
す
る
ま
で
、

豪
農
の
主
人
と
絵
師
の
両
輪
で
、
千
住
・
江

北
地
域
と
そ
の
近
隣
で
活
動
し
た
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
大
久
保
家
伝
来
の
絵
馬
「
神
馬
図
」　

大

久
保
家
の
伝
来
資
料
の
一
つ
と
し
て
確
認
さ

れ
た
の
が
、
こ
の
舩
津
文
渕
の
筆
に
よ
る
絵

馬
「
神
馬
図
」（
図
１
）
で
す
。

　

元
は
大
久
保
家
の
屋
敷
稲
荷
に
掲
げ
ら

れ
て
い
た
絵
馬
で
あ
り
、
縦
四
〇
・
五
×

幅
六
二
・
七
セ
ン
チ
の
木
板
を
下
地
と
し

て
、
朱
色
の
鼻
革
を
着
け
て
縄
に
繋
が
れ
た

堂
々
た
る
白
馬
が
描
か
れ
、左
に
「
文
渕
筆
」

の
署
名
と
「
文
淵
畫
印
」
の
朱
文
方
印
が
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
絵
馬
の
裏
面
に

は
年
紀
銘
と
共
に
奉
納
者
名
が
左
の
よ
う
に

墨
書
（
図
２
）
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
『
足
立
史
談
』
で
は
第
六
六
〇
～
六
六
三

号
に
か
け
て
、
千
住
四
丁
目
で
地
漉
紙
問

屋
「
紙
屋
」
を
営
ん
だ
大
久
保
家
が
伝
え
た
、

千
住
宿
や
地
漉
紙
問
屋
の
活
動
に
ま
つ
わ
る

古
文
書
資
料
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
大
久

保
家
の
伝
来
資
料
に
は
、
そ
れ
ら
の
古
文

書
と
共
に
、
同
家
の
生
活
の
中
で
用
い
ら
れ
、

今
日
ま
で
伝
え
ら
れ
た
美
術
資
料

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の

一
点
、
現
在
の
足
立
区
江
北
地
域

の
豪
農
に
し
て
絵
師
、
舩
津
文
渕

（
ふ
な
つ 

ぶ
ん
え
ん
、
一
八
〇
六 

～
五
六
）
が
描
い
た
絵
馬
「
神
馬

図（
し
ん
め
ず
）」を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
江
戸
時
代
後
期 

足
立
の
文
人
、

舩
津
文
渕　

舩
津
文
渕
は
、
初
名

を
久
五
郎
と
い
い
、
文
政
十
三
年

（
一
八
三
〇
）
に
渕
江
領
上
沼
田

村
（
現
・
足
立
区
江
北
地
域
）
の

豪
農
、
舩
津
家
の
家
督
を
継
承
し
、

以
降
、
地
域
の
有
力
者
と
し
て
活

動
し
た
人
物
で
す
。
ま
た
、
家
督

継
承
以
前
よ
り
、
絵
師
の
谷
文
晁

（
た
に 

ぶ
ん
ち
ょ
う
、
一
七
六
三

～
一
八
四
一
）
に
入
門
し
て
画
法

を
学
び
、
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）

に
は
「
文
渕
」
の
雅
号
を
授
け
ら
れ
、

絵
師
と
し
て
の
活
動
も
始
め
て
い

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
文
渕
は
文
晁
の
孫
、

二
世
谷
文
一
（
一
八
一
四
～
七
七
） 

を
は
じ
め
と
す
る
谷
派
の
絵
師
た

ち
や
、
千
住
地
域
を
活
動
舞
台
の
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図
３
）
が
確
認
さ
れ
る
他
、
東
京
大
学
東
洋

文
化
研
究
所
が
作
成
し
て
い
る
文
晁
一
門
の

粉
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
参
照
す
れ
ば
二
世
谷

文
一
も
同
様
の
模
本
（
文
政
十
二
年
作
）
を

残
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
文
晁
の
繋
馬

図
の
図
様
は
一
門
の
中
で
学
習
・
継
承
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
窺
え
ま
す
。
文
渕
は
そ
の
学

習
を
活
か
し
、
松
本
屋
か
ら
の
絵
馬
の
依
頼

に
あ
た
っ
て
文
晁
か
ら
の
図
様
を
継
承
し
て

制
作
を
行
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

地
域
の
絵
師
と
し
て
活
躍
し
た
文
渕
で
す

が
、
作
品
の
現
存
例
は
極
め
て
僅
か
で
す
。

大
久
保
家
伝
来
の
絵
馬
「
神
馬
図
」
は
、
そ

の
貴
重
な
一
点
で
あ
る
と
共
に
、
地
域
に
お

け
る
絵
馬
制
作
、
そ
し
て
谷
派
絵
師
文
渕
の

文
晁
か
ら
の
学
習
と
い
っ
た
多
様
な
側
面
を

物
語
る
、
重
要
な
資
料
と
言
え
る
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　（
博
物
館
学
芸
員
　
小
林
優
）

と
な
り
、
天
保
三
～
十
二
年
前
後
に
か
け
て

文
渕
の
絵
馬
を
十
七
か
所
以
上
の
場
所
に
奉

納
す
る
作
業
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
物

語
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
全
て
に
十
一
屋
も
協

力
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
紙
屋
大
久
保
家
の

屋
敷
稲
荷
に
奉
納
す
る
に
際
し
て
の
み
十
一

屋
が
関
わ
っ
た
の
か
は
未
詳
で
す
が
、
松
本

屋
依
頼
に
よ
る
文
渕
の
絵
馬
は
現
段
階
に
お

い
て
は
他
に
現
存
が
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、

本
作
は
こ
う
し
た
松
本
屋
に
よ
る
絵
馬
奉
納

と
、
文
渕
自
身
の
絵
馬
制
作
の
足
跡
を
物
語

る
貴
重
な
一
点
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

■
谷
文
晁
か
ら
の
継
承
を
物
語
る
一
点
と
し

て
の
「
神
馬
図
」　

そ
し
て
本
作
は
、
文
渕

が
師
で
あ
る
文
晁
の
図
像
を
忠
実
に
学
び
、

作
品
に
活
か
し
た
実
例
で
も
あ
り
ま
す
。

　

本
作
と
図
様
を
同
じ
く
す
る
文
晁
の
絵
馬

作
品
に
、
栃
木
県
野
木
町
所
在
の
野
木
神
社

に
奉
納
さ
れ
た
「
黒
馬
繋
馬
図
絵
馬
」（
文

政
十
二
年
）
や
、浅
草
寺
奉
納
の
「
神
馬
図
」

（
天
保
二
年
）
が
あ
り
ま
す
。
片
足
を
上
げ

た
繋
馬
図
は
絵
馬
の
図
様
と
し
て
一
般
的

で
は
あ
り
ま
す
が
、
特
に
「
黒
馬
繋
馬
図
絵

馬
」
と
本
作
「
神
馬
図
」
は
、
馬
の
形
態
や

顔
の
表
情
、
た
て
が
み
や
尻
尾
の
毛
の
流
れ
、

筋
肉
の
隆
起
の
表
現
ま
で
が
明
確
に
一
致
し

て
お
り
、
白
馬
・
黒
馬
の
違
い
こ
そ
あ
る
も

の
の
文
渕
が
文
晁
の
図
様
を
忠
実
に
引
き
写

し
た
こ
と
が
見
て
と
れ
ま
す
。

　

文
渕
が
絵
師
と
し
て
蓄
積
し
た
粉
本
群

（
模
本
・
下
絵
類
／
当
館
寄
託
）
の
中
に
は
、

文
晁
の
図
を
写
し
た
で
あ
ろ
う
「
黒
馬
繋
馬

図
絵
馬
」
と
同
図
様
の
模
本
（
天
保
六
年
作
、

　

文
渕
は
、
日
々
の
出
来
事
や
絵
画
の
注
文

を
細
か
に
記
録
し
て
残
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
一
つ
で
あ
る
『
註
文
簿
』（
天
保
三
～
十

年
／
当
館
寄
託
）
に
は
、
本
作
の
願
主
で
あ

る
千
住
四
丁
目
の
松
本
屋
か
ら
、
天
保
三
年

（
一
八
三
二
）
か
ら
少
な
く
と
も
三
年
間
に

か
け
て
、
複
数
の
神
馬
絵
馬
額
の
注
文
を
受

け
て
い
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

記
録
に
残
る
松
本
屋
か
ら
の
最
初
の
注

文
は
天
保
三
年
十
二
月
二
十
三
日
で
、「
馬

之
図
額 

三
枚
内 

墨
絵
一 

彩
色
二
枚 

四
丁

目
松
本
屋
」
と
あ
り
ま
す
。
本
作
裏
面
の

記
述
を
参
考
に
す
れ
ば
、
こ
れ
は
翌
年
の

初
午
に
向
け
た
注
文
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
、

大
久
保
家
に
奉
納
さ
れ
た
絵
馬
も
、
記
録

に
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
恐
ら
く
は
天
保

十
一
年
十
二
月
頃
に
注
文
さ
れ
た
可
能
性

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
天
保
四
年
正
月
前
後
に
は
「
馬
之

額 

二
枚 

地
墨
絵
」、
同
六
年
八
月
二
日
に

「
馬
之
額 

三
枚　

各
サ
イ
シ
キ
」、
同
年
九

月
八
日
に
「
馬
之
額　

六
枚 
内 
ス
ミ
画 

四 

サ
イ
シ
キ 

二
」、同
年
九
月
二
十
八
日
に「
神

馬
額 

二 

サ
イ
シ
キ
」
と
、
三
年
間
に
水
墨

画
・
彩
色
画
の
神
馬
絵
馬
額
を
合
わ
せ
て

十
六
点
を
文
渕
に
依
頼
し
て
お
り
、
本
作
を

合
わ
せ
れ
ば
少
な
く
と
も
十
七
点
が
松
本
屋

か
ら
の
依
頼
で
制
作
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

　

松
本
屋
が
こ
れ
ほ
ど
立
て
続
け
に
神
馬
絵

馬
額
を
文
渕
に
依
頼
し
て
い
た
具
体
的
な
理

由
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
本
作
と
あ

わ
せ
、
こ
の
記
録
は
、
松
本
屋
自
身
が
主
体

　

願
主
と
し
て
名
が
記
さ
れ
る
「
松
本
屋

平
兵
衛
」
は
、「
松
本
屋
」
の
屋
号
を
掲
げ
、

千
住
四
丁
目
で
荒
物
屋
や
酒
店
を
営
ん
だ

織
畑
家
の
人
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
酒

店
「
松
本
屋
」
は
紙
屋
大
久
保
家
の
南
隣
に

店
を
構
え
て
お
り
、
両
家
は
隣
家
同
士
で
も

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
六
名
が
列
記
さ
れ

る
「
十
一
屋
」
は
、
本
紙
六
六
二
号
で
も
取

り
上
げ
た
紙
漉
碑
（
地
漉
紙
問
屋
の
株
仲

間
に
よ
り
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
建

立
）
に
も
「
十
一
屋
安
右
衛
門
」
と
屋
号

が
刻
ま
れ
る
地
漉
紙
問
屋
か
、
そ
れ
に
連
な

る
家
の
人
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
地
漉
紙
問
屋
、

木
屋
下
村
家
伝
来
の
「
地
漉
紙
問
屋
再
興

記
録
」（
嘉
永
四
年
）、「
地
漉
紙
問
屋
冥
加

永
願
書
」（
安
政
六
年
）
の
記
述
に
よ
れ
ば
、

十
一
屋
は
紙
屋
と
同
じ
く
千
住
四
丁
目
で
商

い
を
し
て
お
り
、
両
家
は
同
業
・
同
区
域
の

家
同
士
で
し
た
。

　

本
作
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
屋
敷
稲
荷
の
所

有
者
で
あ
る
紙
屋
大
久
保
家
の
名
は
記
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
う
し
た
絵
馬
は
縁
戚
や

近
所
な
ど
、
何
ら
か
の
関
係
性
を
有
す
る
家

や
人
物
か
ら
奉
納
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
、
こ

の
絵
馬
も
隣
近
所
で
あ
る
松
本
屋
平
兵
衛
が

主
体
と
な
っ
て
制
作
さ
れ
、
そ
こ
に
十
一
屋

の
一
家
が
共
同
奉
納
者
と
な
っ
て
、
紙
屋
大

久
保
家
の
屋
敷
稲
荷
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
と

推
測
さ
れ
ま
す
。

■
舩
津
文
渕
の
記
録
に
残
る
松
本
屋
か
ら
の

絵
馬
依
頼　

そ
し
て
本
作
に
つ
い
て
は
、
作

者
の
舩
津
文
渕
の
資
料
か
ら
も
そ
の
背
景
を

探
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

（２）

図３　舩津文渕 「神馬図」模本
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■
伝
統
を
誇
る
美
術
雑
誌　

美
術
の
大
家
、

岡
倉
天
心（
一
八
六
三
～
一
九
一
三
）ら
が
、

明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
に
創
刊
、
美

術
品
を
「
国
の
精
華
」
と
し
優
れ
た
論
文

と
美
し
い
図
版
で
紹
介
す
る
日
本
、
東
洋

美
術
の
研
究
誌
で
す
。
そ
の
掲
載
作
品
は

国
宝
や
重
要
文
化
財
が
常
連
で
、
美
術
界

の
重
鎮
た
ち
で
構
成
さ
れ
る
委
員
会
が
編

集
す
る
権
威
あ
る
雑
誌
で
す
。
そ
こ
に
五

月
二
〇
日
刊
行
の
『
國
華
』
第
一
五
三
一

号
が
「
特
輯　

千
住
・
足
立
の
文
化
遺
産
」

と
題
し
、
足
立
の
美
術
品
や
古
文
書
等
が

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

■
執
筆
の
陣
容　

今
回
の
執
筆
陣
は
こ
れ
ま

で
郷
土
博
物
館
の
展
覧
会
で
ご
指
導
い
た
だ

い
て
い
る
方
々
で
す
。
武
蔵
野
美
術
大
学
の

玉
蟲
敏
子
先
生
、
国
の
東
京
文
化
財
研
究
所

の
江
村
知
子
先
生
、
昭
和
女
子
大
学
の
鶴
岡

明
美
先
生
や
川
村
学
園
女
子
大
学
の
眞
田
尊

光
先
生
ら
が
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
定
評
あ
る
美
し
い
図
版
と
、
足
立

の
美
術
と
文
化
が
詰
ま
っ
た
一
冊
を
お
楽

し
み
下
さ
い
。
定
価
は
五
〇
〇
〇
円
＋
税
。

約
五
〇
頁
。
最
寄
り
書
店
、
ネ
ッ
ト
で
の

お
取
り
寄
せ
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
足
立
区
立
中
央
図
書
館
（
千
住
五

丁
目
）
で
も
閲
覧
可
能
で
す
。

　

※
特
輯
＝
特
集
に
同
じ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  （
郷
土
博
物
館
）

す
。
常
陸
（
現
、
茨
城
県
）
と
房
総
方
面
（
現
、

千
葉
県
）
の
大
名
が
利
用
す
る
主
要
な
街
道
で

し
た
。

　

も
っ
と
も
重
要
な
大
名
は
御
三
家
の
一
つ
水

戸
徳
川
家
（
三
六
万
石
）
で
す
。
水
戸
家
は
定

期
的
に
国
許
と
江
戸
を
往
復
す
る
参
勤
交
代
を

行
わ
ず
江
戸
に
常
駐
す
る
定
府
大
名
（
じ
ょ
う

ふ
だ
い
み
ょ
う
）
で
し
た
。
常
に
将
軍
の
許
に

あ
る
こ
と
か
ら「
副
将
軍
」と
い
う
通
称
に
な
っ

た
と
さ
れ
ま
す
。
ち
な
み
に
参
勤
交
代
と
は
異

な
り
ま
す
が
水
戸
藩
主
は
何
度
か
国
許
と
江
戸

を
往
復
し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
清
亮
寺
は
水
戸
藩
主
の
徳
川
光
圀

の
行
列
が
差
し
掛
か
っ
た
際
に
、
槍
を
立
て
か

け
た
見
事
な
松
が
あ
っ
た
と
い
う
「
槍
掛
け
」

伝
説
の
舞
台
で
す
。
か
つ
て
の
名
松
で
す
が
清

亮
寺
が
伝
来
す
る
関
東
大
震
災
以
前
の
古
写
真

を
配
し
た
記
念
碑
が
境
内
に
建
立
さ
れ
て
お
り

（
右
写
真
）、
ど
な
た
も
見
学
で
き
ま
す
。
写
真

右
側
に
水
戸
街
道
も
写
っ
て
お
り
往
時
を
し
の

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
郷
土
博
物
館
学
芸
員
）

日
ノ
出
町
や
足
立
と
周
辺
）

の
寺
院
と
し
て
建
立
さ
れ
ま

し
た
。

　

本
堂
は
天
保
四
年
（
一
八 

三
三
）
の
建
立
で
、
そ
の
後

の
安
政
大
地
震
や
関
東
大
震

災
も
耐
え
抜
き
、
一
部
の
改

修
を
経
な
が
ら
、
現
在
も
落

ち
着
い
た
姿
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
中
村
不
折
揮
毫

の
扁
額
「
久
榮
山
」（
足
立

区
登
録
文
化
財
）
が
掲
げ
ら

れ
て
い
る
山
門
は
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
の

再
建
で
す
。

■
水
戸
街
道
と
槍
掛
け
の
松　

水
戸
街
道
は
幕

府
の
道
中
奉
行
が
管
轄
す
る
脇
往
還
の
一
つ
で

■
墨
蹟
と
伝
説
の
名
刹　

日
ノ
出
町
に
あ
る
清

亮
寺
は
槍
掛
け
の
松
伝
説
や
、
名
筆
家
で
画
家

だ
っ
た
中
村
不
折
ゆ
か
り
の
寺
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
今
回
か
ら
多
く
の
文
化
遺
産
を
伝

え
る
寺
社
や
旧
家
を
ご
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
。

初
回
は
日
ノ
出
町
の
名
刹
、
清
亮
寺
の
御
寺
坊

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

足
立
の
新
田
開
発
が
一
つ
の
頂
点
に
達
し
た

江
戸
時
代
は
じ
め
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）、千

住
に
隣
接
す
る
弥
五
郎
新
田
（
現
在
の
足
立
区

（３）

清亮寺　天保４（1833）年の本堂と、文化財の扁額
がある山門

清
亮
寺
の
境
内

清
亮
寺
の
境
内

文
化
遺
産
を
伝
え
る
史
跡
①

文
化
遺
産
を
伝
え
る
史
跡
①

多多  

田田  

文文  

夫夫

美
術
誌
『
國
華
』
一
冊
ま
る
ご
と
足
立

美
術
誌
『
國
華
』
一
冊
ま
る
ご
と
足
立

特
輯
特
輯  

千
住
・
足
立
の
文
化
遺
産

千
住
・
足
立
の
文
化
遺
産
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負
け
る
も
ん
か
！
て
な
気
持
ち
だ
っ
た
よ
。」

と
。
新
鋭
火
力
と
互
角
に
位
置
づ
け
ら
れ
た

所
員
の
気
概
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
対
等

な
位
置
づ
け
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
中
堅
職
員
が
東
京
都
・
千
葉
県
・

神
奈
川
県
の
東
京
湾
岸
の
火
力
建
設
所
へ

異
動
と
な
り
活
躍
し
ま
し
た
。
こ
の
頃
か

ら
火
力
が
主
で
水
力
が
従
の
火
主
水
従
と

な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
新
鋭
火
力
が
次
々
稼
働
す
る
と

効
率
の
悪
い
旧
火
力
は
見
向
き
も
さ
れ
な

く
な
り
、
三
〇
年
代
に
な
る
と
「
廃
止
」
の

声
が
さ
さ
や
か
れ
る
よ
う
に
な
り
お
役
御

免
の
日
が
近
づ
い
て
き
た
の
で
す
。（
続
く
）

し
て
貰
え
る
と
一
生
懸
命
働
く
ん
サ
。
う
ま

い
や
り
方
だ
よ
な
ぁ
。」

　
「
だ
け
ど
さ
、
臨
時
に
は
仕
事
分
の
時

間
外
手
当
を
く
れ
た
ん
だ
ぜ
。
社
員
に
は

時
間
外
手
当
が
な
か
っ
た
ん
だ
。
だ
か
ら
、

時
間
外
の
な
い
社
員
に
し
ち
ま
お
う
と
し

た
ん
だ
け
ど
、
稼
ぎ
の
い
い
古
株
の
臨
時

雇
な
ど
は
高
給
取
り
だ
か
ら
辞
退
す
る
人

が
続
出
し
た
ん
だ
よ
。」

　

戦
後
の
復
興
期
や
昭
和
二
九
年
（
一
九 

五
四
）
の
神
武
景
気
頃
か
ら
の
高
度
経
済

成
長
期
の
電
力
需
要
に
対
応
す
る
た
め
新

鋭
火
力
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
と
な
り
ま
し
た

が
、
そ
の
新
鋭
火
力
が
稼
働
す
る
ま
で
の

需
要
対
応
の

た
め
、
千
住

火
力
は
常
備

火
力
へ
と
変

身
し
、
孤
軍

奮
闘
し
て
い

ま
し
た
。

　

先
輩
所
員

は
、「
労
働

基
準
法
な
ん

て
あ
っ
た
ん

か
な
ぁ
、
大

げ
さ
に
言
え

ば
二
四
時
間

ぶ
っ
通
し
で

働
い
た
よ
。」

「
新
鋭
火
力

が
稼
働
し
た

と
き
に
ゃ
、

頃
ま
で
の
電
力
需
要
は
、
水
力
発
電
で
賄

え
ま
し
た
の
で
千
住
火
力
は
水
力
渇
水
期

な
ど
で
発
電
量
が
低
下
し
た
時
の
補
完
的

な
予
備
火
力
発
電
所
で
し
た
。

　

こ
の
時
代
は
、
水
力
が
主
力
で
火
力
が

従
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
水
主
火
従
（
す
い

し
ゅ
か
じ
ゅ
う
）
と
呼
ば
れ
、
千
住
火
力

は
そ
の
よ
う
な
位
置
づ
け
で
し
た
か
ら
、

巨
大
な
煙
突
か
ら
煙
の
出
る
の
は
一
年
を

通
じ
て
一
、二
か
月
く
ら
い
で
し
た
。
こ
の

た
め
、「
ま
る
で
お
化
け
の
よ
う
だ
→
お
化

け
煙
突
だ
」
と
周
囲
の
住
民
か
ら
名
づ
け

ら
れ
た
名
称
で
し
た
が
、
映
画
「
煙
突
の

見
え
る
場
所
」
で
煙
突
を
見
る
方
向
に
よ
っ

て
一
～
四
本
に
見
え
る
こ
と
が
知
ら
し
め

ら
れ
た
た
め
、
こ
ち
ら
が
主
流
に
な
っ
た

よ
う
で
す
。

■
他
の
火
力
発
電
所
と
の
関
係　

予
備
火
力

時
代
に
入
社
し
た
先
輩
が
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。「
私
は
戦
前
の
入
社
だ
け
ど
、
臨
時
雇

い
を
や
っ
て
て
な
か
な
か
本
採
用
に
な
ら
な

く
て
、
数
年
間
そ
の
ま
ん
ま
だ
っ
た
よ
。
そ

し
て
忙
し
い
時
だ
け
こ
き
使
っ
て
、
豊
水
期

に
な
る
と
『
ハ
イ
ッ　

ご
苦
労
さ
ん
、
ま
た

忙
し
く
な
っ
た
ら
来
て
ね
』
て
な
調
子
で
い

や
ん
な
っ
ち
ゃ
っ
た
よ
。
社
員
は
の
ん
び
り

で
、
運
転
が
始
ま
る
と
『
あ
ん
と
き
の
〇
〇

は
よ
く
働
い
て
い
た
か
ら
呼
び
出
せ
』
な
ん

て
ね
。
す
る
と
臨
時
雇
い
は
、
次
も
呼
び
出

千
住
火
力
発
電
所
は
一
九
六
三
年
に
稼
働

を
停
止
し
、
翌
年
に
解
体
さ
れ
ま
し
た
。

発
電
所
の
終
焉
と
な
っ
た
六
〇
年
前
を
振

り
返
り
ま
す
。
元
千
住
火
力
発
電
所
の
職

員
格
和
宏
典
さ
ん
に
文
章
を
お
寄
せ
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

■
千
住
火
力
の
役
割　

千
住
火
力
は
、
東
京

電
燈
株
式
会
社
の
事
業
所
と
し
て
建
設
さ

れ
ま
し
た
が
、
昭
和
一
四
年
（
一
九
三
九
）、

自
由
経
済
体
制
か
ら
国
家
管
理
体
制
に
移
行

し
、
日
本
発
送
電
株
式
会
社
と
な
り
、
戦

後
の
電
力
再
編
成
に
よ
り
、
昭
和
二
六
年

（
一
九
五
一
）
に
東
京
電
力
株
式
会
社
の
事

業
所
と
な
り
ま
し
た
。

　

発
電
所
の
構
造
設
計
は
煙
突
も
含
め
内

藤
多
仲
（
な
い
と
う
た
ち
ゅ
う
）
氏
が

行
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
大
正
一
四
年

（
一
九
二
五
）
に
工
事
が
始
ま
り
一
五
年
に

一
、二
号
、
昭
和
四
年
に
三
号
タ
ー
ビ
ン
・

発
電
機
が
営
業
運
転
を
開
始
し
ま
し
た
。

定
格
出
力
二
万
五
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
×
三
台

=

七
万
五
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
発
電
所
は
、

東
京
市
の
五
分
の
一
の
電
力
を
賄
っ
た
と

い
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
二
千
五
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
所
内

用
発
電
機
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
営

業
用
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

発
電
開
始
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
終
結 

（４）

昭和３０年代から４０年代に稼働を始めた東京電力管内の火力
発電所　※建設や運転の準備等があるため、職員は稼働年前に
早くから配置されている。　　  『東京電力三十年史』より作成

お
化
け
煙
突
60
年
③ 

発
電
所
の
役
割
２

新東京火力発電所

千葉火力発電所

品川火力発電所

横須賀火力発電所

川崎火力発電所

横浜火力発電所

五井火力発電所

姉ヶ崎火力発電所

南横浜火力発電所

鹿島火力発電所

大井火力発電所

袖ケ浦火力発電所

東京都江東区豊洲

千葉市中央区

品川区東品川

横須賀市久里浜

川崎市川崎区

横浜市鶴見区

市原市五井海岸

市原市姉ヶ崎海岸

横浜市磯子区

茨城県神栖市

品川区東品川

袖ケ浦市中袖
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